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昨今、あらゆる業種・業態において人材不足が叫ばれており、私たち警備業界についても例外ではありません。警備業界における人材不足は、業務過多になりやすく、

若者の警備業に対する更なる敬遠傾向に拍車をかけます。現状では、高齢や経験不足の警備員も多く、事故増加などの可能性を抱えています。今後、警備業界に入

りたいという若者を増加させていかなければ、私たちの業界の将来は先細ってしまいます。そこで、警備という仕事をより誇り高い業種に引き上げ、さらに発展させて

いくということを目的としてこの人工知能搭載２号警備システム「KB-eye」は生まれました。

セミナーでは、警備業を経営するにあたり、より高付加価値で、生産性を向上させるための手法をご紹介いたします。警備員と AI（人工知能）を組み合わせて活用した

警備システム (KB-eye) を直接体感いただけます。必ずや、自社の今後の経営に影響あること間違いなしです。

【第1部】２号警備の質向上と、人材確保の方法
２号警備を中心として、警備員が不足していることは周知の事実です。
この状況の改善のために、優秀な人材を確保するためのご提案と、業務の
付加価値額を向上させるご提案を行います。

講師：株式会社タスクマスター　代表取締役 秋山一也　（２号警備改善コンサルタント）
山梨県公安委員会認定講師（２号）、全国警備業協会一級講師。
警備業界に携わること 19 年。業界の社会的地位向上と警備員の物心両面の幸福の追求
をミッションとして警備会社を経営しながら、AI 搭載警備システムの企画・開発に携わる。

【第2部】AI（人工知能）を活用した、２号警備の大幅改善
警備員のスキル不足や、そもそもの人材不足を補う AI（人工知能）搭載の
２号警備システム「KB-eye」のご紹介。AI で警備業務の生産性を向上さ
せる方法を一挙公開します。

講師：株式会社ホワイトボード　代表取締役 橘田孝一　（２号警備改善コンサルタント）
10 年以上、クラウドコンピューティング、AI（人工知能）を活用した、企業の売上げアッ
プコンサルティングを実施。400 社以上の経営課題を IT という側面から解決を行って
きた。2016 年より、警備業に集中して AI の企画、開発、実装を行っている。
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